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ネルギーを感じ、くる年への大

いなる期待と、希望を持つこと

ができました。

さて毎日の様に交通事故があ

とをたちませんが年末年始にか

けての交通事故には呉々もご注

意いただいてどうか幸せなよき

新春を迎えていただくようせつ

にお祈りいたします。

歳の瀬もいよいよおしせまり

ました。過ぎし一年をふりかえ

り「よきをとり、あしきをすて

て」きたるべき新しき年ヘ輝か

しい第一歩を踏み出したいと思

います。

本年は国体にあけ、国体に暮

れた一年でありましたが、ここ

に示された市民の皆禄のこ熱意

に私は市勢発展への偉大なるエ
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供
た
ち
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
川

一
っ
て
、
新
年
の
用
意
は
昼
す
ぎ
ま
一
川

ん
で
に
は
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
電
球
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に
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かけかえられた丸山橋 (o月)

国体成功裡におわる

植松の児童公園できる (4月)

市営竹松アパート (11月)
市民音楽会 (12月〉 大村ママのコーラス
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お
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一
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、
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を
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む
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
委
員
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員

た
は
そ
の
配
偶
者
で
一
年
間
に
お
会
事
務
局
ま
た
は
、
出
張
所
へ
申

お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
の
業
務
し
出
て
下
さ
い
。
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。
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局
又
は
、
大
村
市
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い

マ

市

民

課

②
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

d
 

i
la
-
-
1
6
 

〆f

11 

1/ 

。
庁

佐々木

山

田

田

本

ケ

11 

農協家畜診療所

。

農業共済組合

3 

15 

18 

25 

11 

冬
至
(
と
う
じ
)

二
十
二
日
は
冬
至
で
す
。
乙
の

日
は
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
日
照
時

間
の
短
か
い
日
で
、
太
陽
が
南
回

帰
線
(
冬
至
線
)
の
真
上
、
つ
ま

り
黄
径
二
七

O
度
に
く
る
日
で
、

北
半
球
で
は
正
午
の
太
陽
の
高
さ

が
、
も
っ
と
も
低
く
な
り
ま
す
。

年
の
暮
れ
も
押
し
つ
ま
り
、
ま

し
て
こ
の
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
短

い
日
で
す
が
、
そ
う
思
っ
て
忙
し

が
る
よ
り
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て

は
、
夜
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
、
乙
の
長
い
夜
を
利
用
し
ま
し

ょ，っ。


